
�
や
素
敵
な
ブ
ド
ウ
農
家
に
出
会
え

た
こ
と
で
す
。
ピ
オ
ー
ネ
を
は
じ

め
と
す
る
多
種
多
様
な
ブ
ド
ウ
た

ち
。
関
東
で
も
、
地
元
の
九
州

（
長
崎
県
）で
も
、
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
種
類
の
ブ
ド
ウ
が
店
頭
に

並
ぶ
光
景
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

　
こ
ん
に
ち
は
。
空
き
家
活

用
・
移
住
定
住
担
当
の
矢
動

丸
で
す
。

　
少
し
ず
つ
、
秋
ら
し
い
風

が
吹
い
て
き
ま
し
た
。
高
梁

に
住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
の

一
つ
は
、
お
い
し
い
ブ
ド
ウ

せ
ん
で
し
た
。
ブ
ド
ウ
農
家
を
訪
ね
た

り
、
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
も
、
高
梁
で
初
め
て
経
験
し
ま
し

た
。
ブ
ド
ウ
作
り
は
と
て
も
繊
細
で
、
一

つ
一
つ
手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
と
は
知

ら
ず
、
作
業
を
す
る
う
ち
に
農
家
の
皆
さ

ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
大
き
く
な
り
、

ブ
ド
ウ
を
見
る
と
き
の
意

識
も
変
わ
り
ま
し
た
。
高

梁
の
ブ
ド
ウ
は
娘
も
大
好

物
な
の
で
、
家
族
み
ん
な

で
今
年
も
た
く
さ
ん
味
わ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
私
は

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
in
吹
屋
」
の

企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
ワ
ー
ク（
仕
事
）と
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン（
休
暇
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
会

社
か
ら
離
れ
た
環
境
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
行
う
新

し
い
働
き
方
の
こ
と
で
す
。
政
府
や
各
省

庁
も
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
移
住
や
多
拠
点
生
活
の
検

討
、
関
係
人
口
創
出
に
向
け
た
試
み
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
、
市

外
に
住
む
20
〜
30
代
の
若
手
社
員
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
で
働
く
人
を
対
象
に
、
10
月

に
2
泊
3
日
で
行
う
予
定
で
す
。
期
間
中

は
Ｗワ

イｉ
‐
Ｆフ

ァ
イｉ
完
備
の
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

や
ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
貸
し
出
し
を

行
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
吹
屋
で

の
滞
在
を
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境
を
準
備

し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
少
人
数
で
の
体

験
会
で
す
が
、
今
後
も
継
続
的
に
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブドウ農家さんの手伝いをしましたブドウ農家さんの手伝いをしました

矢
や

動
どう

丸
まる

 祐
ゆう

子
こ

  隊員

問問地域医療連携課 ☎ 21-0304地域医療連携課 ☎ 21-0304

⑲⑲ 「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に
向けた取り組みの総称です。向けた取り組みの総称です。

市ウェブサイト「高梁 2025 ～地域医療の高梁モデル構築に向けた 100 の検討とアクション～」
にこれまでの議論の内容などを掲載しています。

救急外来を正しく利用しましょう

　必要な人に適切な診療を行うために、救急医療機関は緊急性や
重症度に応じて３つの区分に分かれて対応しています。
　高梁市では、初期救急は地域の診療所などのかかりつけ医療機
関、二次救急は３つの救急告示病院（高梁中央病院、大杉病院、成
羽病院）、三次救急は県全体で救命救急センターなどの５つの医療
機関がそれぞれの役割を担っています。

　救急外来は、救急患者や重篤な症状の人のための外来で、限られた医療
従事者で対応しています。夜間や時間外に不要不急な受診が増えると医療
従事者が疲弊し、患者も十分な医療を受けることができなくなります。
　日常的な病気や軽いけがは、身近な医療機関を通常の診療時間内に受診
するようにしましょう。地域医療が持続できるよう、一人一人が「上手な
医療のかかり方」を知り、できることから実践してみましょう。

軽度軽度

重度重度 　　 高度処置が必要となる重篤な高度処置が必要となる重篤な
救急患者に対応する治療を行います。救急患者に対応する治療を行います。
三次救急三次救急

　　 入院を必要とするような救急入院を必要とするような救急
患者に入院治療などを行います。患者に入院治療などを行います。

　　 入院を必要としない軽度な救入院を必要としない軽度な救
急患者への外来診療を行います。急患者への外来診療を行います。
初期救急初期救急

二次救急二次救急

救急医療を提供できる体制救急医療を提供できる体制

令和２年度 夜間・時間外受診件数令和２年度 夜間・時間外受診件数

高梁市 … 高梁市 … 17941794 件件 新見市 … 新見市 … 10421042 件件

同じ医療圏にある新見市と比較すると、同じ医療圏にある新見市と比較すると、
高梁市の夜間・時間外の受診件数は約高梁市の夜間・時間外の受診件数は約
1.8 倍となっています。（令和２年度病床1.8 倍となっています。（令和２年度病床
機能報告（岡山県ウェブサイト）より参照）機能報告（岡山県ウェブサイト）より参照）

※このうち入院を伴う受診数は高梁市は※このうち入院を伴う受診数は高梁市は
382 件、新見市は 483 件。382 件、新見市は 483 件。

18Ｒ4 (2022) ９月


